
資料第３号
文京区障害者（児）実態調査（平成19年度）　カテゴリー一覧

視覚障害 聴覚障害 肢体不自由 内部障害 身体障害 知的障害 通所施設 入所施設

福祉サービス

障害者自立支援法（障害者自立支
援法、日常生活用具、タクシー券）
介護保険制度
制度運用（自己決定、サービスの
制限、支援の柔軟性）
独自のサービス（余暇支援、交流
の場、講座・勉強）
その他（点字ブロック、ボランティ
ア、介護職、点訳）
居宅＜社会生活＞
外出＜社会生活＞

サービスの量や質の改善
障害者自立支援法
タクシー券　リフト付福祉タクシー
住宅サービス　入所施設　通所施設
介護保険制度　余暇支援
交流の場　　非常時
医療　　リハビリテーション
その他（散髪、移動支援）
＜介護の必要性＞
自立生活の困難さ　　家族の負担

＜希望する生活＞
家事支援（家事支援、ホームヘル
パー）

送迎
一時預かり・兄弟預かり
金銭面の支援
その他（保育園、三歳児健診な
ど）

福祉サービス全般
送迎・移動支援
ヘルパー・ボランティア
交流・余暇支援
その他のサービス
家族の負担軽減＜社会生活＞

利用手続き上の問題
福祉サービス全般
家族支援
送迎・移動支援
ヘルパー・ボランティア
緊急時支援
交流・余暇活動

特別なニーズ
その他のサービスの要望
＜行政＞

その他のサービスへの要望
＜行政＞

ヘルパー
ガイドヘルパー
ホームヘルパー

ヘルパーの必要性
内容の充実
時間の制限
柔軟な利用
人員の確保

ヘルパー＜福祉サービス＞ ヘルパー＜福祉サービス＞ ヘルパーの必要性＜行政＞

緊急時対応
災害
緊急時

非常時＜福祉サービス＞
緊急時支援
＜福祉サービス＞

給付関連
（経済的負担）
（経済面の不安）

障害者自立支援法　介護保険制度
　　＜福祉サービス＞

支出面（自己負担額）
収入面（障害者年金）

収入　　支出
障害者自立支援法、介護保険制度
　　＜福祉サービス＞

障害者自立支援法に対する意見
生活保護
成年後見制度

費用負担＜行政＞
費用負担の軽減
手当・補助の要望
＜行政＞

行政
①サービス提供

手話通訳
日常生活用具

福祉サービス
パソコンを自由に利用できるサー
ビスがあると良いなど

費用負担（生活費・サービス利用
等）
施設の設立希望
特別なニーズ
援助レベルの問題
ヘルパーの必要性
その他のサービスの要望

費用負担の軽減
手当・補助の要望
施設への要望
施設の設立希望
その他のサービスへの要望

行政
②相談・情報・体制

窓口対応
職員の専門性

窓口対応

窓口の受付時間
制度
手続き上の問題
職員
本調査
その他（福祉施策、区の施設など）

情報
相談

公的負担や手続きをわかりやす
くして欲しい

区の姿勢・理解
情報提供
行政システム（人事異動・民間委
託）

区の対応

相談
（相談機関の充実）

相談窓口・相談援助
縦割り行政の改善

相談機関＜社会生活＞
区の対応
総合相談窓口
ソーシャルワーカー

情報源
保健師

相談機関（適切な対応、福祉セン
ターでの就学相談、総合相談）
親同士の交流

相談窓口
対応

相談窓口
対応

ソーシャルワーク機
能の充実
（専門性）

専門職、コーディネーターの必要
性など

「専門職のはずなのに、理解して
もらえない」
「障害者と関われる人をきちんと
教育していく部門があるといい」な
ど

専門性の向上

情報
行政情報
提供方法
その他（音声案内など）

情報が少ない
行政の責任による情報の提供
など

媒体・提供方法
情報の内容
不親切

情報の入手方法、提供方法につ
いて

入学前の人への情報の工夫、縦
横のつながり、冊子にして欲しい
など

「情報がなく、ボランティアを
探すのも大変」など

連携の強化と各機関
への要望
（施設・機関）
（連携）

団体・施設＜社会生活＞
入所施設　通所施設
　＜福祉サービス＞

福祉センター（対応、専門性、就
学後のサポート、児童デイ）
幼稚園・保育園
小学校
医療機関
保健サービスセンター
療育機関
その他公共施設（制限が多い）

区役所
文京福祉センター
学校
医療機関
その他
---
「たらい回しにされた」など

福祉施設
学校
療育機関
卒業後（雇用）
その他施設・機関
---
連携の強化

施設の設立希望＜行政＞

＜施設の利点と問題点＞
入所理由
施設の良い面
施設内での問題・職員との関係

施設の設立希望＜行政＞

体調
（病状安定）

体調の不安＜将来＞
医療　リハビリテーション
　＜福祉サービス＞

体調
医療

病気を治したい
薬を飲まないで生活したいなど

就労 就労（仕事）
求職
職場

職場
就職活動

就業上の困難
職場の理解
就業希望
就労支援

求職
職場

就労希望＜希望する生活＞
卒業後（雇用）＜社会生活＞
（就労支援・職能訓練）

将来、仕事がしたい
仕事をしたくない
＜将来＞

働く＜将来＞

バリア
フリー

バリアフリー

交通機関のバリア
街中のバリア
建物のバリア
心理的バリア
その他のバリア（値段、メニュー、
点字がみにくい素材）

バリアフリー＜社会生活＞
（特に病院など）

街中のバリア
公共交通機関　　　　自転車
トイレ　　　　　　　　　　旅行
住宅
心のバリア（障害者への理解）
その他のバリア（駐車場、飲食店、買い
物）

バリアフリー＜社会生活＞
（視覚障害対応、段差・階段など）

社会生活
（社会）
（社会生活の促進）

居宅（家事、非常時）
外出（不便、恐怖感、時間がかか
る）

団体・施設
理解不足
相談機関
バリアフリー

日常生活
理解不足

施設
住環境・近隣との関係
親・家族との関係

家族の負担
バリアフリー
卒業後（雇用）

将来
①地域生活

環境
その他（若者によるボラン
ティア、家庭生活など）

家事支援
自立支援
病気への理解の必要性

恋愛・結婚
親のリタイア後の心配
将来ビジョンを描きにくい
地域との関係・地域の無理解
施設に入りたくない

将来、家で暮らしたい
地域の無理解

将来
②将来の希望

体調の不安
希望（結婚、一人暮らし）

孤独の不安（孤独、親亡き後）
１０年後の希望（結婚など）

将来、仕事がしたい
仕事をしたくない

将来、施設で暮らしたい
働く
親の心配

その他
＜親の介護＞
介護についての情報がほしい

本調査 障害者自立支援法について 国レベルでの問題

福祉
サー
ビス

知的障害身体障害
精神障害 就学前障害児

就学後障害児

相談・
情報
提供

施設・
医療・
連携

地域
生活・
理解・
交流

その
他


